
授業科目名 キャリアデザインⅢ 授業形態 講義・演習 授業科目区分 キャリア形成科目
(ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科目
)

担当教員名 　キャリア形成支援室・金高　宏文・国重　徹・中村　勇 補助担当者名 近藤亮介

単位数 1　単位 履修年次 2年次 受け入れ人数 120名

授業の概要 　本授業では、キャリアデザインⅠ・Ⅱで修得した基礎的な自己分析力、自己表現力を活かし、キャリア形成に関する情報（知識）やスキル（技能）、
マナー（態度）の段階的修得を目指すとともに、他者理解を促す考え方や態度を身につけることを目的とする。具体的には、上級生や社会人とのインタ
ビューワーク（交流）と受講生によるグループディスカッション（GD)により職業選択に関わる業界情報の収集、他者の立場に応じた自己表現力（ドキ
ュメンテーションスキル・コミュニケーションスキル等）の育成を行う。本授業を通して、大学生活におけるキャリア形成に必要な知識やマナーが獲得
できるとともに、他者の立場に適応した自己表現力が構築されることを期待している。授業は12ー2月で、8回開講する。

授業の到達目標
及び成績評価の
方　　　　　法

授業の到達目標 成績評価の方法

ＤＰで
目指す
資質・
能力　

コミュニケーション力、キャリアデザイン力

（）

授業期間 定期
試験

その他 割合
％

授業 テスト レポート 発表

■認知
的領域

・就職活動を含めたキャリア形成の流れをイ
ンタビュー等により情報を収集し，理解する
。
・職種と業界研究ができる。

○ 50

■情意
的領域

・同級生、上級生、ＯＢ・ＯＧ、社会人のキ
ャリアデザインについて興味・関心を持ち、
積極的に探求できる。
・キャリア形成について必要な情報を積極的
にかつ協力的に収集できる。
・各交流会に対し、積極的かつ協力的に参加
することができる。

○ 50

■技能
的領域

・定められた時間内でテーマに沿った話し合
いを行うことができる。
・身近な他者の意見を聞き、状況を把握して
自分の意見を言うことができる。
・考えたり、話し合った内容を集約し、要約
や感想を書くことができる。

○

成績評価の基準 授業の取組みは、授業への積極的な準備（宿題）や授業態度及び課題に対する真摯な取組み及び説明力について（6点×7回＋8点）、課題レポ
ート等（50点）については内容の妥当性を評価し、単位認定を行う。

テキスト、教材
参　考　書

i-Padを持参すること．授業で必要な資料は，「WebClass」よりダウンロードすること．

履修条件・
関連科目

２年生以上であること 備考(教員メッ
セージ含む)

選択科目であるが、職業の選択、就職活動を効果的に方向
づける内容であるため履修することが望まれる

オフィス・アワー 教務課キャリア支援係へ相談ください。適宜、担当教員と連絡調整します。（月～金、９：００～１７：００）

授業計画

回 担当教員名 授業内容 授業時間外の指導等
　(予習、復習、ﾚﾎﾟｰﾄ等課題の指示)

1 金高　宏文
国重　徹
中村　勇

オリエンテーション
GD仕事と社会について①：職種と業界・職場研究①(学外講師）

WebClassにより復習と宿題（30分以上）

2 〃 仕事と社会について②：職種と業界・職場研究②(学外講師）+GD WebClassにより復習と宿題（30分以上）

3 〃 仕事と社会について③：職種と業界・職場研究③+GD ★レポート課題１（20点）提出
WebClassにより復と宿題（30分以上）

4 〃 多様な働き方、社会でのスポーツとの関わりを考える①：（OB・OG講話１） WebClassにより復習と宿題（30分以上）

5 〃 多様な働き方、社会でのスポーツとの関わりを考える②（OB・OG・4年生講話２）
＋GD

WebClassにより復習と宿題（30分以上）
★レポート課題２（20点）提出

6 〃 ビジネスマナー演習：学外講師による着こなしチェック等 WebClassにより復習と宿題（30分以上）

7 〃 大学生の職業選択：4年生（15名程度）との交流会（インタビュー） WebClassにより復習と復習（30分以上）

8 〃 授業の振り返りのグループディスカッションと授業評価 WebClassにより復習と宿題（30分以上）
★レポート課題３（10点）提出
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